
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和3年度 令和4年度
令和5年度

予定
令和6年度

予定
令和7年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

3,264,800 3,264,800

3,100,000 3,100,000

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状
況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

令和４年５月～令和４年７月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の実施により、教職員からは、1)導入した大型提示装置は、ＨＤＭＩ
ケーブル接続等により、教育用タブレットと接続・提示することが容易であ
り、円滑に授業を進めることができる。2)デジタル教材の提示、テレビ番組の
視聴及びインターネットを活用したYouTube等の視聴などの授業展開により、生
徒の授業に対する興味関心の向上や集中力の維持が図られた。3)提示装置の大
型化により、表示された画像や文字が一番後方の席の生徒でも見やすくなっ
た。4)架台の導入により、校内の配置場所を自由に移動させることができ、生
徒一人一人にきめ細やかな指導が可能となった。5)保健体育など実技を要する
教科においては、映像を活用し可視化された指導を行うことができ、わかりや
すい授業展開が可能になった。という評価が得られ、情報通信技術を有効に活
用した学習活動の充実が図られた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることについて、
次の方法により、地域住民への周知を図った。
(１）町ホームページに掲載
(２）導入機器本体に表示
(３）各小学校の掲示板に掲示

今後とも、学習環境の維持・向上を図るために必要な事業を計画的に実施す
る。

上富良野中学校
75型液晶テレビ　　　　　　　　８台
75型用ディスプレイスタンド　　３台
40型ディスプレイスタンド　 　 ８台
天吊り金具　　　　　　　　　　５箇所

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（教育文化施設：上富良野町教育用大型提示装
置等購入）整備事業

上富良野町長

上富良野中学校（北海道空知郡上富良野町旭町１丁目１番５号）

　上富良野町では、子供たちの学習に対する興味や関心を高め、分かりやすい
授業を展開することを目的として、１人１台の教育用タブレット端末を導入し
たところである。
　上富良野中学校では導入されたタブレット端末で授業を行っており、デジタ
ル教科書としての利用のほか、インターネットによる調べ学習等においても幅
広く活用している。
　しかし、教師が全体に資料を提示して行う一斉学習や、生徒の発表等に必須
である既存の提示装置は画面が小さいことから、後方の生徒からは表示された
画像や文字が見えにくく、授業に支障をきたしている。
　本事業で大型提示装置等を整備することにより、情報通信技術を有効的に活
用した学習活動の充実を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和3年度 令和4年度
令和5年度

予定
令和6年度

予定
令和7年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

10,560,000 10,560,000

9,500,000 9,500,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

令和4年5月～令和4年11月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の実施により、教職員からは「以前は故障により、予定していた座席表からの
変更が必要となり、児童生徒への説明及び車内での対応をしなくてはならなかった。今
回の車両を更新したことで、教員及び保護者にとって、故障等の心配がなく、児童生徒
がより安心安全なスクールバスの運行が可能となった。」という評価が得られ、児童か
らは「車内が暖かくなった。」「車内の揺れが少なくなった。」「車内の音が静かに
なった。」等の車両の老朽化により発生していた現象が更新により改善され、児童生徒
が安全かつ安定的に通学することができる体制の整備が図られた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、次の方法によ
り、地域住民への周知を図った。
　・町ホームページに掲載
　・車両本体に表示
　・各小中学校の掲示板に掲示

今後とも、学習環境の維持・向上を図るために必要な事業を計画的に実施する。

　スクールバス（マイクロバス）　一台

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（教育文化施設：上富良野町スクールバス購入）整備事
業

上富良野町長

上富良野町（上富良野町大町2丁目2番11号）

　現在、上富良野町内の公立小中学校４校に通う約７５０名の児童生徒のうち、１００
名以上が日々の通学にスクールバスを利用している。
　町では現在４台のスクールバスを運用しているが、本事業で更新する車両は平成２１
年に導入されたものである。そのため、走行距離は既に約５０万Ｋｍとなっているほ
か、老朽化による駆動系やサスペンション等の損耗も著しく、児童生徒の安全な通学に
支障を来すおそれがある。
　本事業で当該車両を更新することにより、児童生徒が安全かつ安定的に通学すること
ができる体制を整備する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
34,760,000 0 0 0

31,300,000 0 0 0

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状
況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

福祉バス　１台

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：福祉バス購入）整備事業

上富良野町長

上富良野町役場（上富良野町大町２丁目２番１１号）

　上富良野町福祉バスは、本町に居住する老人、児童及び障がい者等の自発的福
祉活動又は社会参加の推進を図り、本町の福祉の増進を目的として運行してい
る。
　現在の福祉バスは、中型バス４２人乗りで平成１３年に整備したものである
が、すでに２０年が経過し、走行距離も２４万kmを超え、トランクルームの底が
腐食するなど老朽化が著しい状況にあり、万一故障が発生した場合は、長期の修
理期間が必要となるなど、本町の福祉活動に支障が生じており、本事業により福
祉バスを更新することで、安全かつ快適な車両運行が計画でき、本町の福祉の向
上と増進が図れる。

　本事業において同車両を更新したことで、老朽化に起因する故障によって運行
に支障をきたすことへの懸念が解消され、福祉活動の安全かつ快適な車両運行が
計画でき、本町の福祉の向上と増進がなされた。
　利用者の育児サークル、老人クラブ、老人会からも「すごく快適で活動範囲が
広がる。」「福祉活動が充実する。」「家に閉じこもらないで外に出てみる気持
ちになる。」という声が上がっている。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金をもって実施されている旨を以下に
掲示又は掲載し、利用者及び地域住民に対し周知を図った。
　①施設内に掲示
　②町広報誌に掲載
　③ホームページに掲載

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

無

令和４年６月～令和５年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

34,760,000

交付金額 31,300,000



上富良野演習場関連公共用施設（交通施設：本町5丁目3条通り改良舗装）整備事業

上富良野町長

上富良野町本町

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予定 予定 予定

円 円 円 円 円

3,850,000 30,250,000

円 円 円 円 円

3,400,000 27,210,000

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

　本事業実施後、定期的な巡回により、路面の凹凸が解消されたことが確認されたほ
か、沿道を含めた地域住民数名に対し、聞き取りを行った結果、道路の状況について
全員から「改善された」と回答を受け、町民の生活環境が改善されたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を周辺住民に配付する「道路
工事実施のお知らせ」と工事中の案内看板を利用し周知を図った。

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

円

交付金額 30,610,000

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 34,100,000

円

計

全　　　体：令和３年度～令和４年度
本　年　度：令和４年７月～令和５年１月

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

　上富良野町内の住宅街に隣接している道路については、町民の生活環境を確保すべ
く、補修及び改良舗装工事を計画的に実施しているところである。
　当該町道本町5丁目3条通りは、昭和６０年代から平成始め頃に簡易舗装工事を実施
し、維持管理してきたところであるが、整備後２０年以上経過し、老朽に伴う劣化が
著しいことから、町民の生活環境の確保を目的として、改良舗装工事を実施するもの
である。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

全　　　体：実施設計　一式、改良舗装工事 L=130.54m W=4.0m
本　年　度：改良舗装工事 L=130.54m W=4.0m

補 助 事 業 の 内 容

実 施 場 所

補 助 事 業 者 名

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
12,760,000 0 0 0

11,500,000 0 0 0

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状
況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

上富良野町保健福祉総合センター　ボイラー更新工事　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：保健福祉総合センターボイラー
更新）整備事業

上富良野町長

上富良野町保健福祉総合センター（上富良野町大町２丁目８番４号）

　上富良野町保健福祉総合センターは、福祉施設の拠点施設であり、健康遊浴施
設、生きがい・健康づくり施設、在宅福祉施設などを兼ね備えた施設として、本
町住民に必要不可欠な施設である。
　また、利用者は乳幼児から高齢者までと幅広く、各種住民健診、子育て支援、
高齢者や障がい者への福祉サービスを提供しており、プールでの水中運動やラン
ニングマシンの利用、団体での軽体操、認知症予防など利用目的も多岐に渡って
いる。
　本施設の温水暖房機2基は、平成16年の開設から17年が経過しており、老朽化
により本来の機能が低下している現状にある。
　そのため、本施設の温水暖房機の更新を行うことにより、今後も住民の健康づ
くり、福祉サービスの充実及び福祉の増進が図られることを目的とする。

　更新後の設備については、使用状況を定期的に点検し、安定的な使用がされて
いることが確認できており、利用者の快適な生活環境が整備された。
　本事業が防衛施設周辺整備調整交付金をもって実施されている旨を以下に記載
し、利用者及び地域住民に対し周知を図った。
　①施設内に掲示
　②工事看板に掲載
　③ホームページに掲載

　今後とも、社会福祉施設利用者のニーズなどに応じ、快適かつ安定的に施設を
利用できるよう計画的に整備事業を進める。

無

令和４年６月～令和４年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

12,760,000

交付金額 11,500,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
12,100,000

11,800,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　

　本事業の完了後、除雪作業の従事者に聞き取りを行った結果は以下のとおりで
ある。
・除雪幅が1.0ｍと小型のため、電柱等の支障物のある狭い歩道部でも除雪作業
を効率的に実施することが出来た。
・歩道部の除雪だけでなく、車道部の拡幅除雪、間口処理等にも利用できるた
め、利便性が高い。
　以上のことから、本事業の実施によって、適切な路面管理を行うための除雪体
制が確保され、歩行者及び車両の通行障害の軽減に寄与していると評価すること
ができる。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を
以下の方法によって、地域住民に周知を行った。
・車両本体への事業名、防衛省エンブレム表示
・町ホームページへの掲載

　今後も住民の通行の安全確保に努め、適切な路面管理のため、計画的に事業を
実施する。

無

令和４年６月～令和５年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

12,100,000

交付金額 11,800,000

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（交通施設：除雪車両購入）整備事業

上富良野町長

上富良野町役場（上富良野町大町２丁目２番１１号）

　上富良野町は３台のロータリ除雪車を用いて、歩道の除雪作業を行っている
が、歩道除雪路線の増加や間口処理等の除雪に関する要望が多く寄せられてい
る。
　本事業でロータリ除雪車（1.0ｍ級）を購入することにより、除雪作業の効率
化や除雪体制を確保し、適切な歩道部の路面管理を行うことで歩行者の通行障害
を軽減する。

ロータリ除雪車（1.0ｍ級）　１台



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
4,015,000 0 0 0

3,700,000 0 0 0

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状
況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和４年８月～令和４年11月

  無

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　本事業の実施により、利用者が安全かつ快適に利用できる環境が整備され、町
指定管理者における定期的な維持点検において、適正に機能していることが確認
できた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を工事看板に表示し、施
設への掲示のほか、町のホームページにも掲載することにより、地域住民への周
知を図った。

交付金額

事業費

計

円
4,015,000

3,700,000

事　業　評　価　書

日の出公園休憩舎外部改修工事　　一式

　日の出公園休憩舎は、平成２年の建設以降32年が経過しており、屋根、外壁等
に劣化が見られる。
　このため、これら劣化箇所の塗装を行い、公園利用者が安心かつ安全に利用で
きるよう措置することで、利用者の健康維持や情操育成という都市公園機能の確
保を図ることを目標とする。

日の出公園（上富良野町東1線北27号）

上富良野町長

上富良野演習場関連公共用施設(教育・スポーツ及び文化に関する事業：町営公
園施設改修）整備事業



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
5,015,505

4,515,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和４年７月～令和４年１０月

　無

　今後も医療機器及び病院内におけるその他の機器の現状を把握し、適正な管理
を行いながら、計画的に事業を実施する。

　本事業で病院車両の更新及び購入整備を行ったことにより、耐用年数超過によ
る故障等の懸念が解消された。
　また、更新及び新規で整備した車両について、理学・作業療法士や施設管理業
務員等に聞き取りを行った結果は以下のとおりである。
・訪問リハビリ及び病院連絡
　「以前は冬道や雨の日などは視界が悪く、訪問先までの運転に不安があった
が、安全機能が備わっているので、安心して運転ができ、業務を行うことができ
る」という評価が得られている。
・除雪用ホイルローダー
　「昨年まで借用していた機械は古く、使用時間などの制限もあり、十分な機能
が発揮できない状況であった。今回新規で購入した機器の性能は格段によく、バ
ケットも大きいため、開院前に病院駐車場及び周辺の除雪を例年より早くきれい
に行うことができ、町民の利便性向上に繋がった」との評価を得られている。
　以上の評価を踏まえ、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施さ
れている旨を町ホームページに掲載し、備品本体への標示と院内掲示板へのポス
ター掲示を行うことにより、地域住民への周知を図った。

交付金額

事業費

計

円
5,015,505

4,515,000

事　業　評　価　書

訪問リハビリ及び病院連絡車両、除雪用ホイルローダー

　本病院は、普通診療及び救急医療に対応する医療機関として医療機器のほか、
必要な機器及び車両の整備を図り、町民の病院への利便性を確保し、健康維持と
予防・指導に力を入れて、疾病の早期発見・治療を始め、医療情報の提供等的確
な医療を目指している。
　しかしながら、施設整備として使用している車両の耐用年数超過及び除雪用車
両がないため、これら車両の更新及び購入が急務である。
　このため、本事業でこれらの車両の更新を行うことで、町立病院の利便性をさ
らに良くし、町民の疾病の早期発見と治療の充実を図るとともに、健康の増進を
図る。

上富良野町立病院（空知郡上富良野町大町３丁目２番１５号）

上富良野町長

上富良野演習場関連公共用施設（医療施設：病院車両）整備事業



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円

2,662,000 0 0 0

2,400,000 0 0 0

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状
況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

東明会館屋根・外壁塗装工事　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（教育・スポーツ及び文化に関する事業：東明会
館屋根・外壁塗装工事）整備事業

上富良野町長

東明会館（上富良野町東町５丁目１番）

　東明会館は、平成13年に建設以来20年が経過し、外壁部の塗膜の劣化クラック
や剥離が見られ、屋根においては塗膜が劣化した状態となっている。
　このため、屋根及び外壁を塗装修理し、地域住民が安心かつ安全に施設を利用
できるよう措置することで、コミュニティ活動の促進と地域福祉の増進が図られ
るとともに、集会施設としての機能の確保が維持されるものである。

　東明会館の屋根及び外壁の改修工事を実施することにより、地域住民の集会施
設としての機能の確保が維持され、コミュニティ活動の促進と地域福祉の推進が
図られた。
　本施設の改修が当調整交付金により実施されている旨を、工事看板への記載、
町のホームページへの掲載及び会館での掲示により、地域住民への周知を図っ
た。

　今後も地域の集会施設として、地域住民のニーズに応じながら、快適かつ安定
的な施設利用の環境を整えられるよう、計画的に整備事業を進めていく。

無

令和４年７月～令和４年10月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

2,662,000

交付金額 2,400,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
6,039,000

6,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本事業を実施したことにより、老朽化したバスケットゴールが改修された。
　また、事業完了後には、定期的に同施設の点検を実施しており、利用者が安全
かつ快適に施設を利用できていることを確認しているほか、利用者からは「改修
後のバスケットゴールはとても快適に使えるようになった」等の評価が得られて
いる。
　これらのことから、本事業は利用者の快適な施設の利用に寄与していると評価
することができる。
　本施設の改修が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を、
施設内での掲示、工事看板への記載及びホームページへの掲載により周知を行っ
た。

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和４年１２月～令和５年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

6,039,000

交付金額 6,000,000

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
社会教育総合センターアリーナバスケットゴール取替工事）整備事業

上富良野町長

社会教育総合センター(上富良野町緑町1丁目9番4号)

　社会教育総合センターアリーナバスケットゴールは、学生部活動、スポーツ少
年団、その他バスケットボール愛好者に利用されており、本施設を引き続き使用
することは、本町のスポーツ活動の推進を図る上で不可欠なものである。
　しかし、35年前に整備された施設は老朽化が進んでおり、改修工事を要する状
況にある。
　このため、本事業によりバスケットゴールの取替工事を行い、利用者が快適に
施設を利用できるよう整備する。

バスケットゴール取替工事　一式



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
2,109,580

2,070,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本事業を実施したことにより、施設備品が整備された。
　また、事業完了後には定期的に備品の点検を実施しており、利用者が安全かつ
快適に施設を利用できていることを確認しているほか、利用者からは「快適に備
品を利用している」等の評価が得られている。
　これらのことから、本事業は利用者の快適な備品の利用に寄与していると評価
することができる。
　本備品の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を、
施設内での掲示、導入物品に表示及びホームページへの掲載により周知を行っ
た。

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和４年１２月～令和５年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

2,109,580

交付金額 2,070,000

卓球台　４台
イベント用テント　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
社会教育施設備品購入）整備事業

上富良野町長

社会教育総合センター(北海道空知郡上富良野町緑町1丁目9番4号)

　本施設である上富良野町社会教育総合センターは昭和６２年に建設され、３５
年が経過している。卓球台については平成２７年度の調整交付金事業で１２台更
新しているが、２階小アリーナに設置している４台については建設当初に購入し
たもので著しく損傷しており、安定的な利用が困難な状況となっているため、施
設備品の整備をすることにより施設利用者が快適に施設を利用することを目的と
する。
　また、集会テント（2.7ｍ×3.6ｍ　3張、3.6ｍ×7.2ｍ　3張）についても、建
設時に購入しており、経年使用により著しく損傷しており、住民への貸し出し等
安定的な利用が困難な状況であり、設備を更新することにより、住民の文化交流
及び地域の交流に資する環境を整え、施設利用者が快適に施設を利用することを
目的とする。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
14,300,000

14,226,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

解析付心電計及び検査データ管理システム　一式
血液ガス分析装置　１台
電子式診断用スパイロメーター　１台
ベッドサイドモニタ　１台
眠りSCAN　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器）整備事業

上富良野町長

上富良野町立病院（上富良野町大町３丁目２番１５号）

　本病院は、普通診療及び救急医療に対応する医療機関として必要な医療機器
整備を図り、町民の健康維持と予防・指導に力を入れ、疾病の早期発見・治療
を始め、医療情報の提供等的確な医療を目指している。
　しかしながら、多くの医療機器が耐用年数を超過していることから、これら
機器の更新が急務である。
　このため、本事業でこれらの機器の更新を行うことで、良質で安定的な医療
環境へ改善し、町民の疾病の早期発見と治療の充実を図るとともに、健康の増
進を図る。

　本事業で検査機器及びシステム等の更新及び購入整備を行ったことにより、
耐用年数超過による故障等の懸念が解消された。更新及び新規で整備した機器
について、医師及び看護師に聞き取りを行った結果は以下のとおりである。
・解析付心電計及び検査管理データシステム
　機器の性能が向上したことで、検査時間の短縮に繋がった
・血液ガス分析装置
　装置に血液を吸引させる操作が容易になり、より迅速かつ的確に救急処置対
応ができるようになった
・電子式診断用スパイロメーター
　従来機は２回の検査が必要であったが、機器の性能が向上したことで１回で
２つのデータを取得できるようになり患者負担の軽減に繋がった。
・ベッドサイドモニタ
　一般病棟、介護医療院で１台を共有していたが、１台購入したことで双方に
配置でき利便性の向上が図られました。
・眠りSCAN
　看護師の少ない夜勤帯など、スタッフステーションで患者の様態が確認でき
ることで事前に不穏な行動などを察知でき患者の事故防止に繋がっているほ
か、看護師が夜に何度も病室を確認することもなくなり負担が軽減された。
　
本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を町ホーム
ページに掲載し、備品本体への標示と院内掲示板へのポスター掲示を行うこと
により、地域住民への周知を図った。

　今後も医療機器及び病院内におけるその他の機器の現状を把握し、適正な管
理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和４年１２月～令和５年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

14,300,000

交付金額 14,226,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
 予定 予定 予定

円 円 円 円 円
3,641,000

3,600,000

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状
況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

介護用備品（食器洗浄機１台、食器消毒保管庫１台、冷凍冷蔵庫２台）

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：上富良野町ラベンダーハイツ設
備）整備事業

上富良野町長

上富良野町ラベンダーハイツ（上富良野町西１線北２４号）

　上富良野町ラベンダーハイツは地域の介護拠点として、特別養護老人ホーム、
デイサービスセンター、ショートステイを公設公営により運営している。
　同施設の給食の調理に使用する厨房設備の食器洗浄機は、平成１７年の整備か
ら１７年が経過、食器消毒保管庫については、平成１１年の整備から２３年、冷
蔵庫及び冷凍庫については、整備から長い物で２６年が経過し、これらの設備は
老朽化が著しく、修理に要する交換部品の供給も困難な状況になっている。
　本事業で、同施設の厨房用備品の更新を行うことにより、施設入所者及び利用
者が安全かつ快適に過ごせる環境を整備することを目的とする。

　本事業を実施したことにより、入所者及び施設利用者に対して、安全で安心な
食事の提供が図られた。
　これらの更新後の設備については、使用状況を定期的に点検し、安定的に使用
されていることを確認しており、本事業の実施が、入所者及び利用者が安全かつ
快適に同施設を利用することにつながっていると評価することができる。
　本事業が防衛施設周辺整備調整交付金をもって実施されている旨を以下に記載
し、利用者及び地域住民に対し周知を図った。
　①同施設内に掲示
　②町ホームページに掲載
　③各備品に記載

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和５年１月～令和５年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

3,641,000

交付金額 3,600,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
まで 予定 予定 以降予定

円 円 円 円 円 円

11,423,087 5,502,881 9,000,000 9,000,000 36,000,000 70,925,968
交付金 20,000,000 15,000,000 10,000,000 45,000,000
市町村費等 0

その他 0

運用益 5,250 1,500 751 2,251 4,507 14,259

計 20,005,250 1,500 15,000,751 2,251 10,004,507 45,014,259

10,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 20,014,259 45,014,259

10,005,250 5,006,750 15,007,501 10,009,752 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本基金事業を活用することにより、「予約型乗合タクシー運行」事業の財源が確保
され、安定的かつ効率的な事業の実施が図られている。
　また、タクシーの利用者に聞き取りを行ったところ、「医療機関に行く際などに利
用することができるため、助かっている」等の評価が得られており、高齢者や障害者
に対する生活支援や閉じこもりの予防につながっていることが確認できた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を以下
の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）町広報誌への掲載
（２）町ホームページへの掲載
（３）「予約型乗合タクシー運行」事業のパンフレットへの記載

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和元年度～令和１０年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費

基金
造成
額

基金処分額

基金残額

予約型乗合タクシー運行事業の実施

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連特定事業（交通に関する事業：予約型乗合タクシー運行）

上富良野町長

上富良野町内

　上富良野町では、交通弱者といわれる高齢者や障害者の方々の交通移動手段を確保
するため、平成２３年から試行運用を開始し、平成２５年４月から本運用を実施して
いるところである。
　近年、問題になっている高齢者ドライバーによる交通事故の影響により、自家用車
から公共交通へとシフトする高齢者が増えることが予想される。
　このことを踏まえ、当事業を安定的かつ効率的に実施するために、財源を確保し、
交通弱者に対する生活支援や閉じこもりを予防することを目的とする。


